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一
月
二
十
八
日
、
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
青

年
部
（
神
藤
武
志
部
長
）
は
、
第
十
九

回
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
青
年
部
通
常
総
会
を

書
面
議
決
に
よ
り
執
り
行
い
、
各
議
案

と
も
過
半
数
の
賛
成
に
よ
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
封
し
た
意
見
書
の
内
容
に

つ
い
て
令
和
三
年
度
役
員
で
協
議
し
、

回
答
書
を
合
わ
せ
て
部
員
皆
さ
ん
へ
報

告
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
四
年
度
か
ら
の
役
員
新

体
制
は
次
の
と
お
り
で
す
。

部　
　

長　

楠
本
　
　
学（
穂　
　

栄
）

副
部
長　

長
谷
　
修
幸（
妹
背
牛
南
）

副
部
長　

土
田
　
翔
平（
沼
田
東
部
東
）

理　
　

事　

藤
岡
　
　
誠（
稲　
　

豊
）

理　
　

事　

大
井
　
基
生（
妹
背
牛
中
央
）

理　
　

事　

中
村
　
敏
光（
沼
田
東
部
東
）

代
表
監
事　

黒
田
　
直
樹（
沼
田
中
部
）

監　
　

事　

神
藤
　
武
志（
妹
背
牛
北
）

監　
　

事　

石
井
　
裕
士（
稲　
　

豊
）

（
敬
称
略
）

　

二
月
十
六
日
、
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
女
性

部
（
田
村
か
な
え
部
長
）
は
、
第
十
四

回
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
女
性
部
通
常
総
会
を

書
面
議
決
に
よ
り
執
り
行
い
、
各
議
案

と
も
過
半
数
の
賛
成
に
よ
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
封
し
た
意
見
書
に
対
し
、

主
に
三
支
部
合
同
部
員
研
修
等
へ
意

見
・
要
望
を
頂
き
ま
し
た
。
内
容
に
つ

い
て
は
役
員
で
協
議
し
、
回
答
書
を
合

わ
せ
て
部
員
皆
さ
ん
へ
報
告
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
四
年
度
か
ら
の
役
員
新

体
制
は
次
の
と
お
り
で
す
。

部　

長　

戸
村
千
代
美（
北　
　
　

新
）

副
部
長　

西
村
　
智
子（
妹
背
牛
北
）

副
部
長　

加
藤
　
早
苗（
沼
田
東
部
西
）

理　

事　

安
藤
　
聡
美（
稲　
　
　

豊
）

理　

事　

寺
岡
　
順
子（
妹
背
牛
南
）

理　

事　

鷲
尾
　
知
美（
沼
田
中
部
）

監　

事　

宮
本
こ
ず
え（
日　

の　

出
）

監　

事　

熊
谷
　
明
美（
妹
背
牛
北
）

監　

事　

大
西
　
美
香（
沼
田
東
部
東
）

参　

与　

田
村
か
な
え（
妹
背
牛
北
）

（
敬
称
略
）

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
青
年
部  

通
常
総
会

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
女
性
部 

通
常
総
会

就任された新役員の皆さん。前列左から、土田翔平さん、楠本学さん、長谷修幸さん
　　　　　　　　　　　　　後列左から、黒田直樹さん、神藤武志さん、石井裕士さん、大井基生さん、中村敏光さん、藤岡誠さん

就任された新役員の皆さん。前列左から、鷲尾知美さん、加藤早苗さん、戸村千代美さん、西村智子さん
　　　　　　　　　　　　　後列左から、大西美香さん、宮本こずえさん、安藤聡美さん、寺岡順子さん、熊谷明美さん
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第
十
九
回
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
青
年
部
通

常
総
会
に
お
い
て
、
私
が
部
長
と
い
う

大
役
を
預
か
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
よ
り
我
々
青
年
部
活
動
へ
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
改
め
ま
し

て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

三
町
の
行
政
、
各
関
係
機
関
、
関
係
団

体
の
皆
様
、
そ
し
て
Ｊ
Ａ
職
員
の
皆
様

に
も
多
く
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
賜

り
、重
ね
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
春
先
の

天
候
が
良
く
融
雪
が
進
み
、
春
作
業
は

順
調
に
進
ん
だ
も
の
の
、
八
月
下
旬
頃

ま
で
高
温
少
雨
が
続
き
、
一
部
の
畑
作

物
に
干
ば
つ
に
よ
る
被
害
が
あ
り
ま
し

た
が
、
概
ね
天
候
に
恵
ま
れ
た
と
言
え

ま
す
。

　

基
幹
作
物
で
あ
る
水
稲
の
作
柄
に
お

い
て
は
、北
空
知
で
作
況
指
数
「
一〇
八
」

と
豊
作
基
調
で
あ
っ
た
も
の
の
、乳
白
、

同
割
れ
米
の
発
生
が
多
く
製
品
率
の
大

き
な
低
下
が
見
受
け
ら
れ
手
放
し
で
は

喜
べ
な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

農
業
情
勢
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年

か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
を
受
け
、
外
食
産
業
の
営
業
の
自
粛

や
時
短
営
業
等
に
よ
り
、
農
畜
産
物
の

需
要
減
退
に
よ
る
価
格
の
低
下
を
招
き

ま
し
た
。
更
に
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11.
や
日
米

貿
易
協
定
な
ど
の
大
型
協
定
が
発
効
さ

れ
国
内
農
業
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
基
幹
作
物
で
あ
る
水
稲
に
つ
い
て

は
国
に
よ
る
主
食
の
配
分
が
廃
止
さ

れ
、
地
域
農
業
再
生
協
議
会
が
主
体
と

な
り
「
生
産
の
目
安
」
に
よ
る
面
積
配

分
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
米
を

め
ぐ
る
環
境
が
変
化
し
て
い
る
状
況
で

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
我
々
農
業
者
が
置
か
れ

て
い
る
環
境
は
急
激
に
変
わ
る
可
能
性

が
あ
る
中
、
消
費
者
に
安
心
・
安
全
・

高
品
質
な
農
畜
産
物
を
安
定
供
給
す
る

と
共
に
、
地
域
社
会
を
支
え
る
基
幹
産

業
の
担
い
手
と
し
て
、
農
地
が
持
つ
多

面
的
機
能
を
維
持
し
、
未
来
に
繋
げ
て

い
く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
青
年
部
が
設
立
さ
れ

十
九
年
が
経
過
し
て
お
り
ま
す
。
今
一

度
我
々
が
行
っ
て
い
る
組
織
活
動
と
向

き
合
い
、
よ
り
良
い
組
織
作
り
に
取
り

組
み
、
未
来
の
青
年
部
へ
繋
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
我
々
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
青
年

部
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
よ
り
一
層

の
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

一
年
間
、宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
女

性
部
活
動
に
対
し
ま
し
て
ご
理
解
を
賜

り
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
第
十
四
回
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き

女
性
部
通
常
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
部

長
と
い
う
大
役
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
共
に
選
ば
れ
た
役

員
と
協
力
し
な
が
ら
一
年
間
活
動
に
励

ん
で
参
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
、

ご
指
導
、
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

世
界
中
が
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
過

去
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
先
の
見
え

な
い
不
安
な
毎
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

感
染
へ
の
恐
怖
、
経
済
不
況
、
ス
ト
レ

ス
は
高
ま
る
ば
か
り
で
す
。
女
性
部
活

動
に
お
き
ま
し
て
も
、
思
う
よ
う
に
活

動
が
出
来
な
い
今
で
は
あ
り
ま
す
が
、

感
染
対
策
を
万
全
に
し
て
、
楽
し
み
な

が
ら
学
べ
る
女
性
部
活
動
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
日
本
の
食
料
自
給
率
は

三
七
％
（
令
和
二
年
度
・
カ
ロ
リ
ー

ベ
ー
ス
）
と
過
去
最
低
と
な
っ
て
い
ま

す
。
安
全
で
安
心
な
食
や
そ
れ
を
支
え

る
農
業
の
基
盤
を
残
し
て
い
く
た
め
に

も
、
私
達
は
日
本
の
置
か
れ
た
状
況
を

理
解
し
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
農
業

の
大
切
さ
を
伝
え
、
農
業
を
理
解
す
る

人
を
増
や
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
日
々
の
食
農
教
育

は
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。「
食
と

農
」
を
基
軸
と
し
た
活
動
の
展
開
と
充

実
、
仲
間
づ
く
り
の
強
化
を
す
す
め
る

こ
と
を
通
じ
て
地
域
で
女
性
部
員
が
キ

ラ
キ
ラ
と
輝
け
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ａ
を
は

じ
め
各
関
係
機
関
の
皆
様
方
に
は
、
女

性
部
の
活
動
に
ご
理
解
を
頂
い
て
い
ま

す
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
よ
り
充

実
し
た
北
い
ぶ
き
女
性
部
を
目
指
し

て
、
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
女
性

部
活
動
へ
の
ご
支
援
、
ご
指
導
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

就
任
挨
拶

北
い
ぶ
き
農
業
協
同
組
合

青
年
部
　
部
長

楠

本
　

学

就
任
挨
拶

北
い
ぶ
き
農
業
協
同
組
合

女
性
部
　
部
長

戸
　
村
　
千
代
美
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〜 THE YOUTH FACE 〜
　
子
供
の
頃
か
ら
両
親
の
手
伝

い
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
時

は
農
家
を
継
ぐ
こ
と
は
全
く
考

え
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
高

校
卒
業
後
は
地
元
を
離
れ
町
外

に
就
職
し
ま
し
た
。
就
職
後
も

実
家
の
種
ま
き
や
田
植
え
等
の

繁
忙
期
は
、
仕
事
の
休
日
を
利

用
し
、
農
作
業
を
手
伝
い
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
に
両
親
か
ら
も

の
づ
く
り
の
楽
し
さ
や
過
酷
さ

を
教
え
て
も
ら
い
、
農
業
の
魅

力
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
私

が
二
十
三
歳
の
時
に
実
家
へ
戻
り
就
農
し

ま
し
た
。

　
秩
父
別
町
で
も
今
後
離
農
者
が
増
え
、

一
戸
農
家
に
お
け
る
経
営
面
積
の
増
加

や
、
そ
れ
に
伴
う
労
働
力
不
足
な
ど
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。
農
業
人
口
が
減
少
傾
向
の

中
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
て
、
省
力
化
を
目
指
し
つ

つ
規
模
拡
大
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
青
年
部
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
地
元

の
先
輩
後
輩
の
ほ
か
、
他
地
区
の
青
年
部

と
繋
が
り
が
増
え
、
彼
ら
と
農
業
や
青
年

部
に
つ
い
て
の
情
報
、
意
見
交
換
が
で
き

る
貴
重
な
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。
交
流
を

通
じ
て
仲
間
が
増
え
、
青
年
部
活
動
で
得

ら
れ
た
絆
は
私
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
で

す
。
青
年
部
活
動
で
得
た
経
験
、
財
産
を

こ
れ
か
ら
の
青
年
部
を
担
っ
て
い
く
後
輩

た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　
農
家
と
し
て
、
ま
た
経
営
者
と
し
て
、

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
の
私
で
は
あ
り
ま
す

が
、
家
族
に
助
け
ら
れ
、
支
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
日
々
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
今
後
は
機
械
化
に
よ
り
家
族
に

負
担
や
苦
労
を
掛
け
な
い
よ
う
な
農
業
を

目
指
し
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

楠本　学さん
秩父別地区・穂栄農事組合

作付品目
水稲、そば、蔬菜類

農
業
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け

農
業
を
共
に
行
う
家
族
へ

今
後
の
農
業
に

青
年
部
活
動

青年部食育事業にて小学生のかぼちゃ収穫を補助する楠本さん
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一
月
十
八
日
、
秩
父
別
本
所
に
て
、

農
事
組
合
長
会
総
会
・
第
一
回
農
事
組

合
長
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

農
事
組
合
長
会
総
会
で
は
、
今
年
度

の
主
要
行
事
計
画
が
報
告
さ
れ
た
他
、

役
員
の
選
出
・
互
選
が
行
わ
れ
、
会
長

に
土
井
陽
平
さ
ん
（
日
の
出
）、
副
会

長
に
入
谷
知
孝
さ
ん
（
妹
背
牛
中
央
）、

加
藤
義
浩
さ
ん
（
沼
田
東
部
西
）
を
選

任
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
第
一
回
農
事
組
合
長
会
議

で
は
、
Ｊ
Ａ
よ
り
令
和
四
年
産
米
「
生

産
の
目
安
」
の
設
定
に
か
か
る
考
え
方

等
を
説
明
。
ま
た
、令
和
四
年
度
水
稲
・

畑
作
面
積
調
査
や
温
床
除
雪
作
業
、
畑

作
種
子
の
取
り
ま
と
め
に
つ
い
て
お
願

い
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

一
月
十
一
日
、
沼
田
支
所
の
第
十
六

号
倉
庫
内
に
て
役
員
・
関
係
職
員
が
出

席
し
、
本
年
の
農
産
物
の
豊
作
と
農
作

業
の
安
全
を
祈
願
す
る
た
め
、
農
業
倉

庫
蔵
開
き
神
事
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

令
和
四
年

　
農
業
倉
庫
蔵
開
き

農
事
組
合
長
総
会
・
第
一
回
農
事
組
合
長
会
議

秩父別地区　挨拶をする土井会長

妹背牛地区

沼田地区

地区 農　事 氏　名 全体

秩
　
　
父
　
　
別

日 の 出 土井　陽平 会　長

穂 栄 平瀬　雅俊 幹　事

北 新 山本　一成

稲 豊 北垣　　仁

妹
　
　
背
　
　
牛

妹背牛南 山崎　雅浩

妹背牛中央 入谷　知孝 副会長

妹背牛北 土田　利夫 幹　事

沼
　
　
　
　
　
田

沼田中部 平山　文博

沼田西部 横山　博紀

沼田東部西 加藤　義浩 副会長

沼田東部東 下口　隆幸 幹　事
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昨
年
十
二
月
十
四
日
、
北
い
ぶ
き
メ

ロ
ン
生
産
組
合
（
松
永
徹
組
合
長
）
は
、

沼
田
町
ま
ち
な
か
ほ
っ
と
タ
ウ
ン
に
て

第
十
九
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

松
永
組
合
長
挨
拶
後
、
来
賓
の
株
式

会
社
キ
ョ
ク
イ
チ 

果
実
部
担
当
職
員

よ
り
、
令
和
三
年
度
の
メ
ロ
ン
市
場
・

流
通
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
事
務
局
よ
り
令
和
三
年
度

実
績
に
つ
い
て
報
告
。
議
事
で
は
、
松

永
組
合
長
が
議
長
を
務
め
、
滞
り
な
く

全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
普
及
セ
ン
タ
ー
よ
り
、
令
和

三
年
度
の
気
象
経
過
か
ら
メ
ロ
ン
の
作

柄
に
つ
い
て
解
説
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
の
前
段
に
行
わ
れ
た
全

体
会
議
で
は
、
メ
ロ
ン
出
荷
の
元
箱
の

新
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
、
意
見
を
集
約

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

令
和
四
年
度
か
ら
の
役
員
新
体
制
は
次

の
と
お
り
で
す
。

組
合
長　

松
永
　
　
徹（
北　
　

新
）

副
組
合
長　

鶴
山
　
甲
晋（
沼
田
中
部
）

理　
　

事　

高
橋
　
邦
行（
沼
田
中
部
）

監　
　

事　

辻
　
　
則
行（
沼
田
東
部
西
）

監　
　

事　

堀
　
　
直
美（
沼
田
東
部
西
）

（
敬
称
略
）
　

昨
年
十
二
月
二
十
一
日
、
北
い
ぶ
き

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
生
産
組
合
（
谷
水
敏
和

組
合
長
）
は
、
本
所
に
て
令
和
三
年
度

通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

谷
水
組
合
長
挨
拶
後
、
共
励
会
受
賞

者
（
一
〇
〇
〇
ケ
ー
ス
以
上
の
出
荷
且

つ
特
秀
品
率
が
高
か
っ
た
方
）
と
し
て

谷
水
敏
和
さ
ん
、
眞
島
秀
樹
さ
ん
、
植

田
辰
徳
さ
ん
、
株
式
会
社
に
し
や
、
山

森
正
巳
さ
ん
、
特
別
賞
と
し
て
宮
田
茂

樹
さ
ん
、
桃
野
貴
志
さ
ん
を
表
彰
。
ま

た
、
出
荷
奨
励
対
策
達
成
者
と
し
て
、

眞
島
秀
樹
さ
ん
、
遠
藤
大
亮
さ
ん
、
山

森
聡
さ
ん
、
山
森
正
巳
さ
ん
、
植
田
孝

典
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
谷
水
組
合
長
が
議
長
を
務

め
議
事
を
進
行
。
滞
り
な
く
全
て
の
議

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

令
和
四
年
度
か
ら
の
役
員
新
体
制
は
次

の
と
お
り
で
す
。

組
合
長　

谷
水
　
敏
和（
沼
田
西
部
）

副
組
合
長　

宮
西
　
貴
志（
北　
　

新
）

理　
　

事　

谷
口
　
修
一（
沼
田
中
部
）

理　
　

事　

西
谷
　
　
健（
北　
　

新
）

監　
　

事　

山
森
　
　
聡（
日
の
出
）

監　
　

事　

岡
嶋
　
栄
也（
沼
田
西
部
）

（
敬
称
略
）

北
い
ぶ
き
メ
ロ
ン
生
産
組
合 

通
常
総
会

北
い
ぶ
き
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
生
産
組
合 

通
常
総
会

開会挨拶をする松永組合長

就任された新役員の皆さん

開会挨拶をする谷水組合長
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北
い
ぶ
き
蔬
菜
類
生
産
組
合
（
真
島

秀
樹
組
合
長
）
と
シ
シ
ト
ウ
生
産
組
合

（
杉
原
憲
行
組
合
長
）
は
、
昨
年
十
二

月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
た
総
会
に

て
生
産
組
合
の
合
併
を
承
認
し
ま
し

た
。

　

二
月
二
十
八
日
に
予
定
し
て
い
た
合

併
総
会
に
代
わ
り
、
書
面
議
決
と
な
っ

た
決
議
で
は
、
新
た
に
二
十
七
戸
で
構

成
さ
れ
る
「
北
い
ぶ
き
蔬
菜
類
生
産
組

合
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

設
立
に
あ
た
り
、
議
案
と
し
て
規
約

の
改
定
、
令
和
四
年
度
事
業
計
画
、
賦

課
金
・
予
算
、
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
役
員
新
体
制
は
次
の
と
お
り

で
す
。

組
合
長　

眞
島
　
秀
樹（
日
の
出
）

副
組
合
長　

広
田
　
和
行（
沼
田
東
部
西
）

理　
　

事　

平
泉
　
真
美（
沼
田
西
部
）

理　
　

事　

山
下
　
晴
治（
妹
背
牛
南
）

監　
　

事　

藤
村
　
和
直（
沼
田
東
部
西
）

（
敬
称
略
）

　

田
中
康
雄
さ
ん
（
秩
父
別
地
区
・
稲

豊
）
と
平
泉
真
美
さ
ん
（
沼
田
地
区
・

沼
田
西
部
）
が
「
北
海
道
指
導
農
業
士
」

と
し
て
、東
隼
人
さ
ん
（
秩
父
別
地
区
・

稲
豊
）
が
「
北
海
道
農
業
士
」
と
し
て

認
定
証
を
授
与
さ
れ
、
報
告
の
為
、
来

組
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
北
海
道
指
導
農
業
士
」
と
は
、
北

海
道
農
業
の
発
展
と
地
域
社
会
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
次
代
の
担

い
手
へ
指
導
、
助
言
、
協
力
し
育
成
す

る
役
割
が
期
待
さ
れ
る
優
れ
た
農
業
者

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
北
海
道
農
業
士
」
と
は
、
地
域
農

業
の
中
核
的
な
担
い
手
と
し
て
、
経
営

改
善
や
地
域
農
業
の
振
興
な
ど
に
積
極

的
・
意
欲
的
な
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
農

業
者
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
今
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
若

手
農
業
者
た
ち
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

Ｊ
Ａ
管
内
の
指
導
農
業
士
・
農
業
士
と

共
に
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

第
十
一回
理
事
会〈
十
二
月
二
十
三
日
付
〉

【
報
告
事
項
】

管
理
本
部

○
当
面
に
お
け
る
農
協
行
事
予
定
に
つ

い
て

○
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
等
の
申
し
出

に
つ
い
て

○
妹
背
牛
地
区
役
員
選
任
推
薦
委
員
の

変
更
に
つ
い
て

○
固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
・
主
要
修

繕
費
の
支
出
に
つ
い
て

○
活
力
の
あ
る
職
場
づ
く
り
に
向
け
た

労
働
環
境
等
に
係
る
自
主
点
検
に
つ

い
て

○
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
月
次
報
告
に
つ

い
て

○
令
和
三
年
度
事
業
収
支
見
込
（
十
一

月
末
基
準
）
に
つ
い
て

○
農
事
組
合
別
組
合
員
・
女
性
部
と
の

懇
談
会
に
係
る
意
見
・
要
望
等
の
対

応
に
つ
い
て

○
職
員
採
用
に
つ
い
て

金
融
共
済
事
業
本
部

○
令
和
三
年
度
特
定
組
合
員
の
ク
ミ
カ

ン
収
支
実
績
に
つ
い
て

○
長
期
資
金
の
貸
出
し
状
況
に
つ
い
て

○
十
一
月
末
ク
ミ
カ
ン
状
況
に
つ
い
て

○
「
振
込
手
数
料
」
な
ら
び
に
「
取
扱

北
い
ぶ
き
蔬
菜
類
生
産
組
合
・

北
い
ぶ
き
シ
シ
ト
ウ
生
産
組
合

合
併
総
会

報告のため来協された田中康雄さん（左）と東隼人さん（右）

田
中
康
雄
さ
ん
、平
泉
真
美
さ
ん
が
北
海
道
指
導
農
業
士
に
、

東
隼
人
さ
ん
が
北
海
道
農
業
士
に
認
定
さ
れ
ま
し
た

理
事
会
報
告

平泉真美さん（左）
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手
数
料
」
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
令
和
四
年
営
農
計
画
書
審
査
方
針
に

つ
い
て

○
農
林
漁
業
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
資

金
に
つ
い
て

営
農
販
売
事
業
本
部

○
令
和
三
年
度
畑
作
経
営
所
得
安
定
対

策
に
係
る
仮
渡
金
の
実
施
に
つ
い
て

○
三
町
議
会
に
対
す
る
「
令
和
四
年
度

の
米
政
策
に
関
す
る
請
願
書
」
に
つ

い
て

○
「
生
産
の
目
安
」
に
つ
い
て

購
買
施
設
事
業
本
部

○
令
和
三
年
度　

農
薬
大
口
引
取
奨
励

実
績
に
つ
い
て

○
購
買
施
設
事
業
実
績
検
討
表
（
十
一

月
末
）
に
つ
い
て

○
購
買
未
収
金
滞
納
者
に
係
る
今
後
の

対
応
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

議
案
第
一
号

　

特
定
組
合
員
に
対
す
る
貸
付
の
承
認

に
つ
い
て

議
案
第
二
号

　
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
規
程
」、
並
び

に
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
三
号

　
「
建
設
工
事
規
程
」
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

議
案
第
四
号

　

目
的
積
立
金
の
取
り
崩
し
に
つ
い
て

議
案
第
五
号

　

利
益
相
反
取
引
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
六
号

　

信
用
限
度
超
過
者
に
対
す
る
貸
付
け

の
承
認
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

○
信
用
限
度
八
〇
％
を
超
え
る
組
合
員

へ
の
貸
付
に
つ
い
て

第
十
二
回
理
事
会〈
一
月
二
十
八
日
付
〉

【
報
告
事
項
】

監
事
会

○
会
計
監
査
人
の
再
任
に
つ
い
て

管
理
本
部

○
主
要
行
事
予
定
に
つ
い
て

○
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
、
出
資
金
の

譲
渡
等
の
申
し
出
に
つ
い
て

○
固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
、
主
要
修

繕
費
の
支
出
に
つ
い
て

○
妹
背
牛
支
所
賃
借
地
の
土
地
取
得
に

つ
い
て

○
令
和
三
年
度　

役
員
報
酬
に
か
か
わ

る
答
申
に
つ
い
て

○
令
和
三
年
度　

経
営
定
期
点
検
実
施

結
果
報
告
に
つ
い
て

○
令
和
四
年
度
会
計
監
査
人
の
報
酬
額

に
つ
い
て

○
組
合
員
組
織
会
計
事
務
取
扱
要
領
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

○
準
職
員
の
動
向
に
つ
い
て

○
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
定
期
報
告
に
つ

い
て

○
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
月
次
報
告
に
つ

い
て

○
職
員
の
動
向
に
つ
い
て

金
融
共
済
事
業
本
部

○
長
期
資
金
の
貸
し
出
し
状
況
に
つ
い

て
○
令
和
三
年
度
ク
ミ
カ
ン
収
支
状
況
の

報
告
並
び
に
特
定
組
合
員
の
収
支
実

績
に
つ
い
て

○
農
林
漁
業
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金

お
よ
び
Ｊ
Ａ
農
業
経
営
緊
急
支
援
資

金
に
つ
い
て

○
令
和
四
年
度
広
域
共
済
推
進
要
領
の

設
定
に
つ
い
て

○
担
保
評
価
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

営
農
販
売
事
業
本
部

○
令
和
四
年
度
北
い
ぶ
き
農
事
組
合

長
、
農
協
青
年
部
の
新
役
員
に
つ
い

て
○
令
和
四
年
産
非
食
用
米
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

○
令
和
二
年
産
大
豆
・
小
麦
の
共
同
計

算
精
算
払
い
結
果
報
告
に
つ
い
て

○
令
和
四
年
産
イ
エ
ス
ク
リ
ー
ン
米
・

農
薬
節
減
米
使
用
農
薬
体
系
に
つ
い

て
購
買
施
設
事
業
本
部

○
購
買
施
設
事
業
実
績
検
討
表
（
十
二

月
末
）
に
つ
い
て

○
令
和
四
年
農
薬
奨
励
な
ら
び
に
大
口

引
取
奨
励
対
策
に
つ
い
て

○
下
取
品
等
取
扱
要
領
の
制
定
に
つ
い

て
内
部
監
査
室

○
令
和
二
年
産
大
豆
共
同
計
算
、
並
び

に
令
和
二
年
産
麦
共
同
計
算
の
精
算

に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

○
決
算
・
総
代
会
等
主
要
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て

○
令
和
四
年
改
選
総
代
選
挙
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

○
令
和
三
年
度
事
業
収
支
決
算
見
込
み

（
十
二
月
末
現
在
）
並
び
に
、
令
和

三
年
度
事
業
・
剰
余
金
処
分
（
事
業

分
量
配
当
金
）
の
対
応
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

議
案
第
一
号

　
令
和
三
年
度
決
算
手
当
の
支
給
に
つ

い
て

議
案
第
二
号

　

災
害
対
策
計
画
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
議
案
第
三
号

　

規
程
類
管
理
規
程
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

議
案
第
四
号

　

給
与
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
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議
案
第
五
号

　

令
和
四
年
度
内
部
監
査
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

議
案
第
六
号

　

令
和
四
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
定
に
つ
い
て

議
案
第
七
号

　

役
員
賠
償
責
任
保
険
の
加
入
に
つ
い

て
議
案
第
八
号

　

出
資
金
の
譲
渡
、
並
び
に
減
口
に
つ

い
て

議
案
第
九
号

　

花
卉
生
産
者
等
へ
の
灯
油
等
特
別
価

格
奨
励
の
対
応
に
つ
い
て

第
一
回
理
事
会
〈
三
月
十
四
日
付
〉

【
報
告
事
項
】

監
事
会

○
令
和
四
年
度
監
事
監
査
計
画
に
つ
い

て
管
理
本
部

○
当
面
に
お
け
る
農
協
行
事
予
定
に
つ

い
て

○
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
等
の
申
し
出

に
つ
い
て

○
固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
、
主
要
修

繕
費
の
支
出
に
つ
い
て

○
令
和
三
年
度
単
体
自
己
資
本
比
率
に

つ
い
て

○
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
状
況
に
つ
い

て

○
役
員
選
任
推
薦
会
議
か
ら
の
「
役
員

候
補
者
に
か
か
わ
る
推
薦
書
（
付
帯

意
見
含
む
）」
に
つ
い
て

○
監
事
の
選
任
議
案
に
対
す
る
同
意
に

つ
い
て

○
令
和
三
年
度
経
営
監
査
報
告
書
に
つ

い
て

○
空
知
管
内
共
同
ヘ
ル
プ
ラ
イ
ン
の
設

置
に
つ
い
て

○
準
職
員
の
動
向
に
つ
い
て

○
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
月
次
報
告
に
つ

い
て

○
定
期
人
事
異
動
に
つ
い
て

○
職
員
の
動
向
に
つ
い
て

○
令
和
四
年
度
中
途
採
用
、
並
び
に
令

和
五
年
職
員
の
採
用
計
画
に
つ
い
て

金
融
共
済
事
業
本
部

○
長
期
資
金
の
貸
し
出
し
状
況
に
つ
い

て
営
農
販
売
事
業
本
部

○
令
和
三
年
度 

良
品
質
米
栽
培
助
成

事
業
結
果
に
つ
い
て

○
令
和
四
年
度
女
性
部
新
役
員
に
つ
い

て
○
令
和
四
年
産
米
集
荷
奨
励
対
策
に
つ

い
て

○
妹
背
牛
米
施
設
の
機
械
設
備
増
強
工

事
負
担
金
に
関
す
る
覚
書
の
締
結
に

つ
い
て

購
買
施
設
事
業
本
部

○
購
買
施
設
事
業
実
績
検
討
表
（
一
月

末
）
に
つ
い
て

○
職
制
規
程
（
職
務
権
限
表
）
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

議
案
第
一
号

　

随
時
監
査
（
資
産
自
己
査
定
・
減
損

会
計
）
の
監
査
報
告
に
つ
い
て

議
案
第
二
号

　

令
和
三
年
度
資
産
自
己
査
定
結
果
に

つ
い
て

議
案
第
三
号

　

定
款
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
四
号

　

自
動
車
運
行
管
理
規
程
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

議
案
第
五
号

　

第
十
九
回
通
常
総
代
会
の
開
催
日
時

に
つ
い
て

議
案
第
六
号

　

第
十
九
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案
に

つ
い
て

議
案
第
七
号

　

余
裕
金
の
預
入
先
の
決
定
に
つ
い
て

議
案
第
八
号

　

余
裕
金
運
用
に
か
か
る
リ
ス
ク
管
理

手
続
き
に
定
め
る
年
次
運
用
方
針
に

つ
い
て

議
案
第
九
号

　

借
入
金
の
最
高
限
度
額
の
決
定
に
つ

い
て

議
案
第
十
号

　

外
部
出
資
先
に
対
す
る
信
用
供
与
等

の
限
度
設
定
に
つ
い
て

議
案
第
十
一
号

　

令
和
四
年
度
経
営
定
期
点
検
実
施
計

画
に
つ
い
て

議
案
第
十
二
号

　

定
款
第
五
十
五
条
第
一
項
第
九
号
、

第
十
号
、
第
十
一
号
に
定
め
る
信
用

供
与
等
の
限
度
設
定
に
つ
い
て

議
案
第
十
三
号

　

理
事
者
に
対
す
る
貯
金
担
保
貸
付
・

共
済
担
保
貸
付
の
具
体
的
包
括
承
認

に
つ
い
て

議
案
第
十
四
号

　

販
売
手
数
料
お
よ
び
施
設
利
用
料
の

設
定
に
つ
い
て

議
案
第
十
五
号

　

車
輌
整
備
工
賃
等
の
改
定
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

○
信
用
限
度
八
〇
％
を
超
え
る
組
合
員

へ
の
貸
付
に
つ
い
て
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昨
年
十
二
月
六
日
、
北
い
ぶ
き
花
卉

生
産
組
合
秩
父
別
支
部
（
我
部
山
豊
春

組
合
長
）
は
、
秩
父
別
温
泉
ち
っ
ぷ
・

ゆ
う
＆
ゆ
に
て
令
和
三
年
度
通
常
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、令
和
三
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
の
承
認
・
監
査
報
告
、
令
和

四
年
度
事
業
計
画
（
案
）・
収
支
予
算

（
案
）・
賦
課
金
の
徴
収
に
つ
い
て
等
、

滞
り
な
く
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
他
、
令
和
三
年
度
販
売
実
績
が

報
告
さ
れ
、
多
く
の
品
種
で
箱
単
価
が

前
年
比
増
の
影
響
も
あ
り
、
北
育
ち
元

気
村
花
き
生
産
組
合
と
し
て
過
去
五
番

目
と
な
る
販
売
金
額
に
な
っ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

令
和
四
年
度
か
ら
の
役
員
新
体
制
は
次

の
と
お
り
で
す
。

組
合
長　

越
智
　
利
政
（
日
の
出
）

副
組
合
長　

山
田
　
賢
吾
（
北　

新
）

理　
　

事　

吉
澤
　
　
淳
（
穂　

栄
）

理　
　

事　

福
島
　
聡
宏
（
北　

新
）

監　
　

事　

我
部
山
豊
春
（
北　

新
）

（
敬
称
略
）

　

女
性
部
秩
父
別
支
部
（
戸
村
千
代
美

支
部
長
）
で
は
、
趣
味
ご
と
に
少
人

数
で
行
う
サ
ー
ク
ル
活
動
を
企
画
し
、

十
二
月
七
日
に
第
一
回
目
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
「
ウ
ク
レ
レ
」・「
手
芸
」・「
料
理
」・

「
ヨ
ガ
」
サ
ー
ク
ル
の
中
か
ら
一
つ
を

選
ん
で
参
加
。
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
で
は
、

町
内
に
住
む
ヨ
ガ
講
師
に
来
て
頂
き
、

一
時
間
の
レ
ッ
ス
ン
を
行
い
、
ウ
ク
レ

レ
サ
ー
ク
ル
で
は
、
自
分
た
ち
で
手
本

と
す
る
教
材
や
楽
譜
を
準
備
し
、
自
由

に
練
習
・
演
奏
を
し
ま
し
た
。
二
回
目

以
降
は
各
サ
ー
ク
ル
で
活
動
日
や
時
間

を
設
定
し
、
す
で
に
三
回
目
、
四
回
目

と
計
画
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
も
あ
り
ま

す
。

　

女
性
部
で
実
施
し
て
い
る
講
習
会
で

は
、
参
加
人
数
や
講
師
の
確
保
が
問
題

と
な
り
、
で
き
る
こ
と
に
限
り
が
あ
る

た
め
、少
人
数
で
も
「
や
っ
て
み
た
い
」

を
実
現
で
き
る
サ
ー
ク
ル
活
動
を
楽
し

く
無
理
の
な
い
範
囲
で
今
後
も
活
動
し

て
い
く
予
定
で
す
。　

　

女
性
部
に
限
ら
ず
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ

ズ
・
エ
ル
ダ
ー
・
秩
父
別
町
に
住
む
女

性
の
方
も
参
加
可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

参
加
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

花
卉
生
産
組
合
秩
父
別
支
部 

通
常
総
会

開会挨拶をする我部山組合長

女
性
部
秩
父
別
支
部 

サ
ー
ク
ル
活
動

ウクレレサークルの活動 ヨガサークルの活動
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昨
年
十
二
月
八
日
、
女
性
部
妹
背
牛

支
部
（
田
村
か
な
え
支
部
長
）
は
、
深

川
市
な
ご
む
ガ
ー
デ
ン（
嶋
敦
子
代
表
）

を
講
師
に
お
招
き
し
、
お
正
月
も
近
い

こ
と
か
ら『
お
し
ゃ
れ
し
め
飾
り
作
り
』

を
部
員
四
十
九
名
参
加
の
も
と
行
い
ま

し
た
。

　

あ
ら
か
じ
め
形
に
な
っ
て
い
る
紙
ラ

フ
ィ
ア
の
土
台
の
結
び
目
に
飾
り
を
挿

し
た
り
、巻
き
付
け
て
い
く
の
で
す
が
、

結
び
目
が
固
く
な
か
な
か
挿
す
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
り
、
結
び
目
が
表
側
に

見
え
な
い
よ
う
に
す
る
作
業
に
悪
戦
苦

闘
し
な
が
ら
も
お
正
月
に
飾
れ
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
作
成
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
参
加
者
の
方
も
満
足
の

い
く
、
お
し
ゃ
れ
し
め
飾
り
が
出
来
ま

し
た
。

　

昨
年
十
二
月
九
日
、
妹
背
牛
町
花
生

産
組
合
（
田
村
昌
之
組
合
長
）
は
、
妹

背
牛
支
所
に
て
第
三
十
七
回
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、令
和
三
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
の
承
認
・
監
査
報
告
、
令
和

四
年
度
事
業
計
画
（
案
）・
収
支
予
算

（
案
）・
賦
課
金
の
徴
収
、
規
約
改
定
に

つ
い
て
等
、
滞
り
な
く
全
て
の
議
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

令
和
四
年
度
か
ら
の
役
員
新
体
制
は
次

の
と
お
り
で
す
。

支
部
長　

原
　
　
力
哉（
妹
背
牛
北
）

副
支
部
長　

定
講
　
保
男（
妹
背
牛
南
）

会　
　

計　

中
道
　
　
悌（
妹
背
牛
南
）

監　
　

事　

山
田
　
博
之（
妹
背
牛
南
）

理　
　

事　

田
村
　
昌
之（
妹
背
牛
北
）

理　
　

事　

合
同
会
社
　
穣
田

　
　
　
　
　

佐
藤
　
正
晴（
妹
背
牛
中
央
）

理　
　

事　

森
嶋
　
克
行（
妹
背
牛
北
）

理　
　

事　

林
　
　
裕
介（
妹
背
牛
中
央
）

（
敬
称
略
）

女
性
部
妹
背
牛
支
部  

部
員
講
習

鮮やかなしめ飾りづくりを熱心に受講

妹
背
牛
町
花
生
産
組
合  

総　

会

新たに就任された原組合長

２部制で開催しました
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昨
年
十
二
月
九
日
、
沼
田
町
花
卉
生

産
組
合
（
室
田
健
一
組
合
長
）
は
、
沼

田
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
め
っ
く

る
」
に
て
第
三
十
五
回
通
常
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

事
務
局
よ
り
令
和
三
年
度
実
績
に
つ

い
て
報
告
。
議
事
で
は
、
室
田
組
合
長

が
議
長
を
務
め
、
滞
り
な
く
全
て
の
議

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

普
及
セ
ン
タ
ー
よ
り
令
和
三
年
度
の

花
卉
作
柄
に
つ
い
て
、
夏
季
の
高
温
・

干
ば
つ
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
今
年

を
振
り
返
り
、
次
年
度
以
降
に
向
け
、

「
気
象
情
報
の
周
知
が
猛
暑
へ
の
早
期

対
応
の
鍵
に
な
る
」
と
説
明
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

令
和
四
年
度
か
ら
の
役
員
新
体
制
は
次

の
と
お
り
で
す
。

組
合
長　

室
田
　
健
一（
沼
田
中
部
）

副
組
合
長　

矢
内
　
真
也（
沼
田
東
部
西
）

理　
　

事　

田
島
　
康
宏（
沼
田
中
部
）

理　
　

事　

野
上
　
尚
弘（
沼
田
中
部
）

理　
　

事　

木
村
　
拓
哉（
沼
田
東
部
西
）

監　
　

事　

鶴
山
　
甲
晋（
沼
田
中
部
）

監　
　

事　

原
田
　
幸
寿（
沼
田
東
部
東
）

（
敬
称
略
）

　

昨
年
十
二
月
十
日
、
青
年
部
秩
父
別

支
部
（
石
井
裕
士
支
部
長
）
は
、
本
所

に
て
第
十
九
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

冒
頭
で
は
、
令
和
三
年
度
を
も
っ
て

青
年
部
秩
父
別
支
部
を
勇
退
さ
れ
る
畑

田
和
美
さ
ん
、
北
垣
仁
さ
ん
、
藤
岡
正

文
さ
ん
、
永
守
真
司
さ
ん
へ
感
謝
状
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
松
本
直
幸
さ
ん
を
議
長
に

選
任
し
、
議
事
を
進
行
。
滞
り
な
く
全

て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
四
年
度
か
ら
の
役
員
新

体
制
は
次
の
と
お
り
で
す
。

支
部
長　

楠
本
　
　
学
（
穂　

栄
）

副
支
部
長　

藤
岡
　
　
誠
（
稲　

豊
）

理　
　

事　

横
山
　
　
陵
（
日
の
出
）

理　
　

事　

鳥
潟
　
陽
一
（
北　

新
）

理　
　

事　

池
川
　
怜
汰
（
穂　

栄
）

代
表
監
事　

石
井
　
裕
士
（
稲　

豊
）

監　
　

事　

田
丸
　
雅
統
（
北　

新
）

（
敬
称
略
）

沼
田
町
花
卉
生
産
組
合 

通
常
総
会

就任された新役員の皆さん 開会挨拶をする室田組合長

青
年
部
秩
父
別
支
部  

通
常
総
会

勇退される４名へ感謝状を贈呈

就任された新役員の皆さん
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昨
年
十
二
月
十
三
日
、
青
年
部
沼
田

支
部
（
黒
田
直
樹
支
部
長
）
は
、
沼
田

町
ま
ち
な
か
ほ
っ
と
タ
ウ
ン
に
て
、
第

十
九
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

黒
田
支
部
長
挨
拶
後
、
令
和
三
年
度

を
も
っ
て
役
員
を
退
任
す
る
鵜
野
翔
太

さ
ん
へ
感
謝
状
を
贈
呈
。
ま
た
、
優
良

部
員
と
し
て
林
和
樹
さ
ん
を
表
彰
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
木
村
拓
哉
さ
ん
を
議
長
に

選
任
し
、
議
事
を
進
行
。
滞
り
な
く
全

て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
四
年
度
の
役
員
新
体
制

は
次
の
と
お
り
で
す
。

支
部
長　

土
田
　
翔
平（
沼
田
東
部
東
）

副
支
部
長　

中
村
　
敏
光（
沼
田
東
部
東
）

理　
　

事　

山
岡
凌
太
郎（
沼
田
東
部
西
）

理　
　

事　

下
保
　
裕
樹（
沼
田
中
部
）

理　
　

事　

岩
渕
　
佑
介（
沼
田
東
部
西
）

理　
　

事　

堀
　
　
祐
介（
沼
田
西
部
）

理　
　

事　

黒
田
　
亮
太（
沼
田
東
部
西
）

理　
　

事　

須
網
　
敬
亮（
沼
田
東
部
東
）

代
表
監
事　

黒
田
　
直
樹（
沼
田
中
部
）

監　
　

事　

大
丸
　
修
平（
沼
田
中
部
）

（
敬
称
略
）

　

昨
年
十
二
月
十
四
日
、
青
年
部
妹
背

牛
支
部
（
神
藤
武
志
支
部
長
）
は
、
妹

背
牛
支
所
に
て
第
十
九
回
通
常
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

事
業
報
告
で
は
、
二
月
開
催
「
ス
ノ

フ
ェ
ス
」
の
規
模
縮
小
を
図
っ
て
開
催

し
た
「
ま
ち
あ
か
り
ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
」
な

ど
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
可
能
な
限
り
事
業

活
動
を
行
っ
た
こ
と
を
報
告
。

　

そ
の
後
、
岡
田
康
夫
さ
ん
（
妹
背
牛

南
）
を
議
長
に
選
任
し
、議
事
を
進
行
。

滞
り
な
く
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
令
和
四
年
度
か
ら
の
役
員
新

体
制
は
次
の
と
お
り
で
す
。

支
部
長　

長
谷
　
修
幸（
妹
背
牛
南
）

副
支
部
長　

大
井
　
基
生（
妹
背
牛
中
央
）

上
席
理
事　

酒
田
　
拓
也（
妹
背
牛
北
）

理　
　

事　

田
村
昌
一
郎（
妹
背
牛
北
）

理　
　

事　

村
上
　
正
憲（
妹
背
牛
中
央
）

代
表
監
事　

神
藤
　
武
志（
妹
背
牛
北
）

監　
　

事　

堀
田
　
雄
磨（
妹
背
牛
中
央
）

（
敬
称
略
）

青
年
部
沼
田
支
部 

通
常
総
会

新たに就任された土田支部長

青
年
部
妹
背
牛
支
部  

通
常
総
会

黒田支部長より感謝状を受け取る鵜野翔太さん（右）

開会挨拶をする神藤支部長
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一
月
十
八
日
、
女
性
部
妹
背
牛
支
部

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
会
（
岡
田
綾
会
長
）

は
、
妹
背
牛
支
所
三
階
和
室
に
て
、
フ

レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
集
い
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

女
性
部
綱
領
を
女
性
部
妹
背
牛
支
部

田
村
支
部
長
に
朗
唱
を
頂
き
、
岡
田
会

長
の
挨
拶
、
来
賓
祝
辞
で
は
、
德
本
上

席
理
事
、
田
村
支
部
長
か
ら
祝
辞
を
頂

き
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
令
和
三
年
度
の
事
業
報

告
・
収
支
決
算
報
告
、
令
和
四
年
度
の

事
業
計
画
（
案
）・
収
支
予
算
（
案
）

が
行
わ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選

で
は
、
渡
会
真
紀
さ
ん
（
妹
背
牛
北
）

が
新
会
長
に
決
定
し
、
抱
負
を
述
べ
ら

れ
集
い
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
選
任
さ
れ
た
役
員
に
つ

き
ま
し
て
は
次
の
通
り
で
す
。

会　

長　

渡
会
　
真
紀
（
妹
背
牛
北
）

副
会
長　

岡
田
　
　
綾
（
妹
背
牛
南
）

会　

計　

副
会
長
兼
務

（
敬
称
略
）

　

一
月
二
十
七
日
、
女
性
部
妹
背
牛
支

部
（
田
村
か
な
え
支
部
長
）
は
、
第

十
九
回
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
女
性
部
妹
背
牛

支
部
通
常
総
会
を
書
面
議
決
に
よ
り
執

り
行
い
、
各
議
案
と
も
賛
成
多
数
に
よ

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
封
い
た
し
ま
し
た
意
見
書

の
内
容
に
つ
い
て
令
和
三
年
度
役
員
で

協
議
し
、
回
答
書
を
合
わ
せ
て
部
員
皆

さ
ん
へ
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
四
年
度
の
役
員
体
制
は

次
の
と
お
り
で
す
。

支
部
長　

西
村
　
智
子（
妹
背
牛
北
）

副
支
部
長　

寺
岡
　
順
子（
妹
背
牛
南
）

副
支
部
長　

熊
谷
　
明
美（
妹
背
牛
北
）

監　
　

事　

森
　
　
由
紀（
妹
背
牛
中
央
）

監　
　

事　

堀
田
　
千
春（
妹
背
牛
北
）

（
敬
称
略
）

就任された新役員の皆さん

女
性
部
妹
背
牛
支
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
集
い

女
性
部
妹
背
牛
支
部 

通
常
総
会
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一
月
二
十
五
日
、
女
性
部
沼
田
支
部

（
加
藤
早
苗
支
部
長
）
は
、
第
十
九
回

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
女
性
部
沼
田
支
部
通
常

総
会
を
書
面
議
決
に
よ
り
執
り
行
い
、

各
議
案
と
も
賛
成
多
数
に
よ
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
封
し
た
意
見
書
に
対
し
、

事
業
に
対
す
る
質
問
や
加
工
場
使
用
に

関
す
る
要
望
な
ど
活
発
な
意
見
を
頂
き

ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
役
員
で
協

議
し
、
回
答
書
を
合
わ
せ
て
部
員
皆
さ

ん
へ
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

一
月
二
十
七
日
、
女
性
部
秩
父
別
支

部
（
戸
村
千
代
美
支
部
長
）
は
、
第

十
九
回
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
女
性
部
秩
父
別

支
部
通
常
総
会
を
書
面
議
決
に
よ
り
執

り
行
い
、
各
議
案
と
も
賛
成
多
数
に
よ

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
封
し
た
意
見
書
に
対
し
、

地
域
貢
献
の
た
め
今
後
も
継
続
し
て
い

き
た
い
事
業
に
つ
い
て
要
望
を
頂
き
ま

し
た
。内
容
に
つ
い
て
役
員
で
協
議
し
、

回
答
書
を
合
わ
せ
て
部
員
皆
さ
ん
へ
報

告
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

一
月
三
十
一
日
、
女
性
部
妹
背
牛
支

部
（
西
村
智
子
支
部
長
）
は
、
令
和
三

年
度
分
事
業
と
し
て
、
田
村
か
な
え
氏

他
役
員
七
名
で
、
妹
背
牛
町
社
会
福
祉

協
議
会
へ
リ
ン
グ
プ
ル
約
三
三
．
四
㎏

を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
部
員
等
に
引
き
続
き
収
集

を
お
願
い
し
、
車
い
す
寄
贈
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

女
性
部
秩
父
別
支
部
エ
ル
ダ
ー
（
北

守
公
子
会
長
）
は
、
第
五
回
通
常
総
会

を
書
面
議
決
に
て
執
り
行
い
、
二
月
四

日
の
開
票
で
は
、
全
て
の
議
案
で
皆
様

の
賛
成
を
い
た
だ
き
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
役
員
任
期
は一年
で
す
が
、
令

和
三
年
度
役
員
が
令
和
四
年
度
も
継
続

し
て
エ
ル
ダ
ー
役
員
を
務
め
ら
れ
ま
す
。

会　

長　

北
守
　
公
子
（
穂
栄
）

副
会
長　

山
森
美
保
子
（
稲
豊
）

副
会
長　

安
井
　
敏
子
（
北
新
）

　

二
月
八
日
、
女
性
部
秩
父
別
支
部
フ

レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
（
西
谷
あ
ゆ
美
会
長
）

は
、
秩
父
別
本
所
に
て
全
体
集
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

事
業
報
告
で
は
令
和
三
年
度
に
開
催

し
た
講
習
会
や
メ
ロ
ン
栽
培
体
験
、
こ

ど
も
園
へ
の
寄
贈
な
ど
を
振
り
返
り
、

次
年
度
の
収
支
予
算
や
活
動
計
画（
案
）

な
ど
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
四
年
度
か
ら
の
役
員
新

体
制
は
次
の
と
お
り
で
す
。

会　

長　

植
田
麻
沙
子
（
北　

新
）

副
会
長　

合
田
　
麻
理
（
日
の
出
）

副
会
長　

谷
田
　
美
奈
（
北　

新
）

　

昨
年
十
一
月
二
十
九
日
、
女
性
部
妹

背
牛
支
部
（
田
村
か
な
え
支
部
長
）
は
、

女
性
部
本
部
事
業
の
地
域
貢
献
事
業
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
妹
背
牛
保
育
所
、
妹
背
牛

小
学
校
、
妹
背
牛
中
学
校
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
必
要
と
さ
れ
る
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
液
、
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
等

を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

ど
の
施
設
か
ら
も
大
変
喜
ば
れ
、「
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」
と
お
言

葉
を
頂
き
ま
し
た
。

女
性
部
沼
田
支
部 

通
常
総
会

女
性
部
秩
父
別
支
部 

通
常
総
会

女
性
部
妹
背
牛
支
部

リ
ン
グ
プ
ル
寄
贈

女
性
部
秩
父
別
支
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

全　

体　

集　

会

女
性
部
秩
父
別
支
部
エ
ル
ダ
ー

通　

常　

総　

会

女
性
部
妹
背
牛
支
部

地
域
貢
献
事
業
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例
年
、
二
月
に
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
青
年

部
妹
背
牛
支
部
（
長
谷
修
幸
支
部
長
）・

妹
背
牛
商
工
会
青
年
部
・
役
場
職
員
有

志
で
共
同
開
催
し
て
い
る
「
ス
ノ
フ
ェ

ス
」
を
昨
年
に
引
き
続
き
、
規
模
を
縮

小
し
て
二
月
二
十
日
に
開
催
。

　

今
年
は
、
妹
背
牛
温
泉
ペ
ペ
ル
に
て

盟
友
が
製
作
し
た
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル

と
小
学
校
・
こ
ど
も
園
よ
り
提
供
頂
い

た
子
ど
も
た
ち
の
絵
を
展
示
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
午
後
六
時
に
は
妹
背
牛
中

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
花
火
が
打
ち
上

げ
ら
れ
、
町
内
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。　

　

一
月
十
七
日
、
係
長
職
・
係
職
に
向

け
に
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修
会
を
開

催
。
基
本
的
な
マ
ナ
ー
と
し
て
、
正
し

い
応
対
言
葉
や
電
話
対
応
等
に
つ
い
て

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
る
研
修
を
受
け

ま
し
た
。
ま
た
、「
働
き
が
い
の
あ
る

職
場
づ
く
り
」
を
目
指
す
た
め
、
同
僚

や
上
司
と
の
普
段
か
ら
の
接
し
方
に
つ

い
て
考
え
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

一
月
二
十
日
に
は
、
全
職
員
を
対
象

と
し
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
研
修
は
、
職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
意
識
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
向

上
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の
対
策
等
を

図
る
た
め
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
実
際

の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
事
例
や
コ

ロ
ナ
禍
で
の
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
ト
ラ
ブ

ル
事
例
を
基
に
問
題
点
を
職
員
同
士
で

考
え
合
い
、
日
頃
か
ら
必
要
な
心
構
え

を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
他
、
Ｊ
Ａ
か
ら

も
災
害
対
策
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
等
）
等
に

つ
い
て
や
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
・

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
、
組
織
活
動

で
の
注
意
点
に
つ
い
て
改
め
て
職
員
で

共
有
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

青
年
部
妹
背
牛
支
部 

ス
ノ
フ
ェ
ス

鮮やかにライトアップされました 酒瓶を使いアイスキャンドルを作成

コンプライアンスについてグループワークを実践

お辞儀など基本的な社会人マナーの実技を行いました

職
員
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修
会

　
　
並
び
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・

　
　
　
　
　
　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
会
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□
採
用
〈
一
月
一
日
付
〉

　

森　
　

康
亮

妹
背
牛
支
所
貯
金
共
済
課
貯
金
係

□
採
用
〈
一
月
十
一
日
付
〉

　
伊
藤　

拓
未

秩
父
別
支
所
農
機
車
輌
課
農
機
車
輌
係

□
退
職
〈
一
月
三
十
一
日
付
〉

　
鬼
頭　
　

広

（
生
産
資
材
事
業
部
次
長
）

　

山
崎　

和
彦

（
沼
田
支
所
車
輛
課
車
輛
課
長
）

　

髙
木　

菜
摘

（
施
設
事
業
部
農
機
車
輌
課
農
機
車
輌
係
）

　

成
田　

賢
一

（
沼
田
支
所
車
輛
課
車
輛
係
）

□
採
用
〈
二
月
一
日
付
〉

　
大
場　

翔
平

管
理
部
企
画
課
企
画
係
兼
同
部
管

理
課
管
理
係

□
退
職
〈
二
月
二
十
八
日
付
〉

　

金
山　
　

明

（
管
理
部
企
画
課
長
兼
同
課
係
長
）

□
採
用
〈
三
月
一
日
付
〉

　

西
村　

嘉
偉

施
設
事
業
部
農
機
車
輌
課
農
機
車
輌
係

□
異
動
〈
三
月
一
日
付
〉

　

青
木　

祐
二

管
理
部
次
長
兼
同
部
企
画
課
長
兼

同
課
係
長
（
管
理
部
次
長
）　

新採用職員紹介

伊藤　拓未
（秩父別支所農機車輌課農機車輌係）

１日でも早く仕事を覚え、皆様に貢献できるように
頑張ります。皆様よろしくお願い致します。

森　　康亮
（妹背牛支所貯金共済課貯金係）

留萌市より秩父別町へ引っ越してきました。組合員
の方々や地域の皆さまへ貢献できるよう日々精進し
ていきたいです。よろしくお願い致します。

西村　嘉偉
（施設事業部農機車輌課農機車輛係）

生産者、地域の皆さまに貢献できるよう精一杯努め
させて頂きます。どうぞよろしくお願い致します。

大場　翔平
（管理部企画課企画係兼同部管理課管理係）

地域の皆様や職場の方々に貢献できるよう努力しま
すので、よろしくお願い致します。
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　お客さま 各位

振込手数料ならびに各種取扱手数料の一部改定のお知らせ
　平素より、当JAバンクをご利用いただき誠にありがとうございます。
　さて、令和４年４月１日（金）より、当JAにおける振込手数料ならびに各種取扱手数料につ
きまして、下記のとおり、一部金額の改定をさせていただきます。
　詳しくは、当JAホームページ【http://www.ja-kitaibuki.or.jp/】または、本・支所貯金窓
口にてご確認くださいますようお願いいたします。
　今後とも、組合員ならびに地域ご利用さまの利便性向上に努めて参りますので、引き続き当
JA バンクをご利用くださいますようお願いいたします。

■ 適用開始日　　令和４年４月１日（金）より

■ 改定する手数料

1）振込手数料

分　　類 項　　目
改定前 改定後

差　額
振込金額 手数料金額 手数料金額

ATM 他行あて
電
信
扱
い

5万円　未満 330円 275円 ▲55円

5万円　以上 495円 385円 ▲110円

JAネットバンク
（個人）

他行あて
5万円　未満 330円 275円 ▲55円

5万円　以上 440円 385円 ▲55円

法人ネットバンク

本支所あて
5万円　未満 110円 0円 ▲110円

5万円　以上 220円 0円 ▲220円

他行あて
5万円　未満 330円 275円 ▲55円

5万円　以上 440円 385円 ▲55円

法人ネットバンク
（総合振込）

デ
ー
タ
伝
送

他行あて
5万円　未満 330円 275円 ▲55円

5万円　以上 440円 385円 ▲55円

定時自動送金 他行あて
5万円　未満 330円 275円 ▲55円

5万円　以上 495円 385円 ▲110円

2）再発行手数料

種類
改定前 改定後

金　額 金　額

通　　帳 770円 1,100円

証　　書 550円 1,100円

JAカード一体型 650円 1,100円

JAバンク

（消費税込）

（消費税込）

令和４年３月
北いぶき農業協同組合
本 所 貯 金 課
妹背牛支所貯金共済課
沼田支所貯金共済課

JA北いぶき
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区　　分 曜　　日 営業時間（4 月〜） 摘　要

事 務 所
秩父別営農販売事務所
（融資経済課窓口含む）

平日 8：30 〜 17：15 日曜・祝日は休業致します。

土曜
4月〜8月 休業 4月から8月まで土曜を休業致し

ます。

9月〜10月 8：30〜11：45 第2・第4土曜は休業致します。

生 産 資 材 店 舗
農 機 車 輌 店 舗

平日 8：30 〜 17：00

春・秋の繁忙期間については、別
途FAX等にてお知らせ致します。土曜 8：30 〜 11：45

日曜・祝日 休　　業

貯 金 共 済 窓 口 平日 9：00 〜 16：30 土曜・日曜・祝日は休業致します。

貯 金 A T M

平日 9：00 〜 18：00

土曜 9：00 〜 17：00

日曜 9：00 〜 17：00 本所（秩父別）のみの営業となり
ます。

祝日 休　　業 土曜・日曜と重複する場合も全店
舗休業致します。

セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド

妹　背　牛
沼　　　田

平日・土曜 7：30 〜 19：00
春・秋の繁忙期間については、別
途FAX等にてお知らせ致します。
※祝日と日曜が重複する場合も休

業致します。

祝日 8：00 〜 18：00

日曜 休　　業

秩　父　別 平日・土日・祝日 7：30 〜 19：00

㈱まちづくりぬまた
物産サービスセンター

平日 8：30 〜 17：30

土日・祝日 8：30 〜 17：00

ダ・マルシェ　沼田店 平日・土日・祝日 9：00 〜 19：00

㈱ ホ ク レ ン 商 事
エーコープ秩父別店

平日・土日・祝日 9：30 〜 19：00 ※毎月 1 日・15 日は 9：00 〜
19：00 営業です。

～営業時間の変更のお知らせ～
令和4年4月1日からの営業時間について、下記の通りお知らせ致します。
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令
和
4年
3
月
25
日

発
行
日

発
行
元

北
い
ぶ
き
農
業
協
同
組
合

北
海
道
雨
竜
郡
秩
父
別
町
1298番

地
の
8
編

集
管
理
本
部
TEL 0164－33－2011　

FAX 0164－33－3311
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
アド
レ
ス
http://w

w
w
.ja-kitaibuki.or.jp/

1月19日、
第２回役員報酬審議会にて
答申をする岡田委員長

2月28日、
第３回役員選任推薦会議にて
篠田組合長へ推薦書を手渡す

谷田委員長

3月2日、
女性部妹背牛支部は

助け合い組織運動として、
町内独居老人宅へ２合の
妹背牛産ななつぼしを

配布しました

2月25日、
青年部沼田支部は
新人部員研修並びに

NOSAI講習会を開催しました
（写真はNOSAI講習会）

3月3日、
女性部沼田支部は
沼田町へぞうきん用の
タオルを寄贈しました

3月10日、
青年部妹背牛支部は
NOSAI講習会を
開催しました
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